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石狩炭田空知地区（空知炭田）井華新歌志内磧における石狩層群・函淵砂岩層間の不整

　　　　　　　合および石狩層群基底の耐火粘土層につい七　　（予報）

須　貝　　貫　二苦
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On　the　Unconformity・between　the　I曲ikari　Group　an－the　Hakobuc血i

　　　San｛lstone　Formation，anα伍e　Fireelay　Bed　in伍e　Basal　　、

　　　　Part　of　tke　Ishikari　Group　in　tke　Shin－utasみinai

　　　　　　　　　　District，　Ishikari　Coa畳Field

by

Kanji　Suga1

　　　丁五e　bed　of　lig五t　grey　or　grey　colored　hard　day＄tone（fireclay）about4m　thick　develops

almost　birectly　under　the　lowest，coal　seam　of　the　Sunagawa　coa1－bearing　formation

（10west　part　of　the　Ishikari　groΦ）in　the　Seika　Shin－utashinai　Coal　Mine，t血e　Sorachi

district　of　the　Ishikari　coal　field．

　　　The　claystone　occupies　the　basal　part　of　the　Ishikari　group＆n（1it　Iies　p訂a－unco一・

nformably　on　a　pale　bluish　grey　cglored　muddy　sandstone　of　very　fine　grained　which

belongs　to　the　Hakobuchi　sandstone　formation。

　　　It　is　an　important　fact　stratigraphically　and　paleogeo9閏aphically　that　such　a　con－

spicuous　claystone　develops　at　the　base　of　the　Ishikari　group　in　this　disセrict．

　　　The　claystone　contains　an　abundant　quantity　of　Fe203（10％）　as　far　as　the　area

in　which　the　writer’s　survey　is　concerned。It　is　not　workable　as　fireclay　at　the　present，

but　there　is　a　possibility　for　utilizition　in　view　of　its　abunda草t　quantity　that　any　better

quality　of　ore　bodies　m＆y　be　found　at　any　other　place＄in　this　c互aystone　bed　which　stre－

tches　at　least　6km　along　strilくe　side．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることと、固われる。

要 約

　本報告は昭和23年に筆者および細野実・久保恭輔によ

つて認められた石狩炭田室知地区（室知炭田）井華新歌

志内磯区域の耐火粘土厨を，その後に発展した同鵬の坑

内において観察した事項に基いて述べたものである。

　1．本粘土岩層を石狩暦群の基底部とみなすことの委

　　当性を再確認し，従来不明瞭であつた当地方の石狩

　　暦群と函淵砂岩暦，すなわち古第三系と上部白要系

　　との境界を決定することができた0

　2．砂川來炭層中の植物化石群のなかには3あα観8s

　　が包藏されていることなども考慮すると，ごの特異

　　な粘土岩暦の実体を究明することは，石狩暦群の堆

　　積当初における環境を論ずる上に重要であり興味あ

　莱　燃料部

3．

4．

　筆者が今回観察したのは坑内の小区域であつて厚

さ約4mの粘土岩暦中その主体をなしている中部の

厚さ2．3mの部分は，鉄分が10％程度，耐火度＄K

28番内外で，さしあたり稼行の対象とはなりがた

い。しかしながら，延長少なくとも6kmの本粘土

岩暦中，他の残余の部分に，さらに高品位のものが

賦存する可能性がな魅とはいいきれない。

　本粘土岩がきわめて堅硬で，いわゆるmber　c13y

式のものと異つており，むしろその産状が南満の本

漢統基底の馨土頁岩暦G層に類似している・

1．　序 蟹口

　筆者は昭和23年の7月から9月にかげて，井華鉱業株

式会肚新歌志内鵬区域の石炭の受託調査に従事した。そ
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　　め際同行り細野実・久保恭輔とともに，砂川爽炭暦（石

　　狩暦群最一ド暦）最下位の炭暦（同薩においては一番暦と

　　呼称）のほとんど直下に厚さ数mの耐火粘土暦を認め，

　　それが少なくとも延長6kmに亘つて連続賦存している

　　　ことを知り，・同時に本粘土岩暦をもつて石狩暦群の基底
　　　　　　
　　部とみなすごとが要当であるという見解に達した。

　　　　　　　　　他方，この粘土岩暦最上部の一部分を分析したところ，

　　が，鉄の含有量が1％以下で，きわめて少なぐ，．耐火度

　　はSK32～33番と推算され，耐火粘土として一応注意す
　　　る必要が挙ることを知つたカ㍉本鉱床全体としての品位

！　　は知ることができ’なカ・つたo

　　　　　　　　　その後筆者は昭和24年11月19目乍21日の3目間ふたた

　　　　　　＼　　びこめ地を訪れる機会にめぐまれ，前年度の調査後さら

　　　　　　　　　に発展した坑内において本粘土岩層を調査することがで

　　　きた・未趨査杯粉で・本鉱励全馨鬼を把櫨るま

　　　でに至つすいないが，これまで障知り』えた資料を，とりま

　　　とめて一応予報として報告する。
　　　　　　

　　　2L　石狩層騨・函淵砂岩層問の不整合
　　　
　　　新歌志巾鵬附近においては，含炭第三系の基盤岩暦

は，下位参ら．Bos妙oo‘θプαs初4ぎo％〃z　STOHGKTZKAお

　　　　よび1％ooε廻卿％Ssp．・を含む厚さ300m以上の泥質岩
　　　イ暦（上部7ンモナイト暦），厚さ約50mの顕著な礫岩暦

A！

　 　　　　　　　　歌

薪孝イナ

　 　＼
　

歌匙

志し

内荘

中

’

駅

および厚さ平均90mの海隷石？質砂岩層（以上両者が函。

淵砂岩暦）である。そしてその上位には，帯青友色游泥　、

岩と友色粘土岩とからなつている厚さ約10mの地暦が発

蓬し，さらにその上に矛数の稼行可彫炭暦を來有してい

る厚さ約440mの砂岩頁岩互1暦（砂川爽炭暦）がi乗つて

魅る。

　歌志内地域（歌志内区）においては，石狩暦群と函淵

砂岩暦すなわち，・古第三系と上部白璽系との境界は未だ

厳密な意味で確定されてはいない。当地域においては，

最下位の炭暦（新歌志内鵬における」番層）から上位の含

炭部は明らかに石狩暦群に属し，砂川爽炭暦に該当す

る。他方画淵砂岩暦について豆・5ならぼ，上述の線色鉱

物粒（海線石？）を多数含んでいる帯緑友色海緑石？質

砂岩屠を画淵砂岩暦とみなすことについては，まず異論

がないものと思われる。したがつて石狩暦群と画淵砂岩

暦との境界（不整合面）は，上記7一番暦と海豫石？質砂

岩暦との聞約10mの聞に存在するごと．になる。、

　ごの両者の境界面を確認することは，新歌志内地域で

はかなり困難な間題で，ある者は上述帯線友色海線石？

質砂岩暦の上限に，ある者はさらにその下位約20mに

位している厚さ数10cmの礫岩暦の下限に，またある者

は一番暦と帯線友色海緑石？質砂岩暦聞に存在する

flinty　sha1合（筆者のい5耐火粘土暦と思われる）の上限

　　　　に，それぞれ境界をおいており，調査者によ

　　　　つて意見がまちまちである。
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　　第1図　石狩淡田空知地区井華新歌志内畷附近地質図

　石狩炭田においては，石狩暦群と下位の白

璽系とは不整含関係にあるごとは既定め事実

である。しかし上述のよ5に，新歌志内地域

においては，両者聞の境界は厳密に果してど

宅か未だ決定されていない。この境界を決定

して両者のつきぐあいを研究するごとはこの

区域の石狩暦群を考究する上に，まず最初に

解決しなけれぱならない重要な課題と思われ

るo

　す矯に序言において言及したよ5に，筆者

は昭和23年に細野実・久保恭輔とともに新歌

志内地域を調査して，一番暦（砂川爽炭層最

下位の炭暦）と，明らかに画淵、砂岩暦に属す

ると思われる帯緑友色海線石？質砂岩暦との

間に，厚さ数mの淡友色ない峻嘩呈する

粘土岩暦を認め，これが石狩暦群の基底部に

該当するものではあるまいかとい5ことを指

摘しておいたo

　さいわい筆者はそ6翌年の11月、にふたたび

新歌志内艦を訪れる機会にめぐまれ，実査し
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第2図新歌志臨廣附『壁におけろ石狩層群基底部と鴎淵砂岩層との関喋亀示す柱状図

　　1・IIは昭和23年に須貝・細野・久保作成

19一（241）



地質調査、所月報（第4巻第4号）

鉱　区　境　界ヂ線

　　卓ぎ　！
嵐◎＼flこ鶴　　。
！噛・

F
〆
舜
羅

　　　　　　　　称労

コキ覇1悉β

④一⑪耐火粘土層観察箇所

『00　　　20σ　　　300　　　400　　　500m
一

第3図井蕪新歌志内濃本坑および新坑坑内図

井華鉱業新歌志内磯産耐火粘土

　　分析試験一覧表
No．

、1

2

3

4

＼　　分析試験項目

試料採亟箇所

新坑一片一番暦堅入

　　A3－A5
同

A6－A7
上

本坑左三片一番暦三片

　　C2－C4
本坑左一片一番暦一片
引立　　　DI1～2

Sio2％

39．40

43。20

44．40

45．50

41203％

30。45

32．47

32．17

30。12

Fe203％

12．55

9．53

10．33

9．38

CaO％

0．34

0．27

0。61

，．0．67

MgO％

0．21

0．21

0．21

0。28

Ig．10SS％1

15．30

13．30

9．80、

11．80

耐火度
SK

28一

28

28十

28＿

昭和25年6月富士製鉄輪西製鉄所施行　註　逼o・および試料採取箇所は第4図柱状図参照

　　たのはわずか1日半の短時日ではあつたが，同膿の坑内

　　において砂川來炭暦と画淵砂岩暦との相互関．係を観察

　　し，上記粘土岩暦をもつて石狩暦群，ずなわち古第三系

　　の基底部とみなすことの姜当性を再確認するに至づた。　F

　　以下筆者が新歌志内麓坑内において観察した事項につ

　　いて述べる。

　　　2．1　一番層（砂川來炭層最下位の炭層）と耐火粧

　　　　　土暦との関係
　　　一香暦が石狩暦群すなわち古第三系に属することは明

　　らかである。よつてまず一番層とその下位の耐火粘ニヒ暦

　　との関係を検討するごとにする。

　　新坑一片一番暦堅入（柱状図A）においては，一番層

　　の下部の厚さ26cmの良炭部の下位に5cmの炭質頁岩が

　　あり，その下位に5cmの淡友色粘土岩を隔てて，さら

　　』に厚さ1gmの石炭め薄層が認められる。それから下位

　　には，鶏卵大の菱鉄鉱質岩の団球を多数含有している厚

、　　さ30cmの粘土岩があり，さらにその下位に厚さ3，6m

　　におよぶ比較的均質で堅硬な粘土岩が発達している。

　　　本坑左三片（柱状図B1）においては，厚さ80cmの一

番暦の下位に，厚さ 29cmの粘土岩があり，その下位に

1厭6cmの融色頁岩・1cmの石炭・10cm嫉鱗
土岩・．4cmの暗友色頁岩があつて，さらにその下位に

は，1．4m以上の友色の堅硬な粘土岩が賦存していて，上

位の暗友色頁岩（厚さ4cm）とは小規模の断層で接して

いるo　・
本坑左二片（柱状図C）においては，厚：さ60¢mの一

番層の下位に70cmの友色頁岩が発達していて，’その最

下部が下位の粘土岩とは小規模ながら1部interfinger

していることが観察される。

　以上の事実から，筆者は一番暦とその下位の堅硬な粘

土岩暦（耐火粘土暦）とは一連の堆積物であると考える。

2．2耐火粘土層と函淵砂岩層との関係

既に述べたように，緑色鉱物粒（海線石？）を多数含

有している帯線荻色海線石？質細粒砂岩が，函淵砂岩暦

の1員であることにはまず異論はないと思われる。この

砂岩の上位には，ζれ左まつたく整合して，緑色鉱物粒

をほとんど含有していない厚さ5～10mの淡青友色細粒
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　砂岩が乗つている・したがつてご鯛玉分楓淵砂岩層に

．’属するものとみなされる。

　　i次にこの線色鉱物粒を含まない細粒砂岩と耐火粘土暦

　との関係は，新坑一片一番厨堅入（柱状図A）において

　は両者がほとんど同一走向，傾斜を示してめて，その境

　界面と思われるものもこれらとほとんど平行しており，

　走向N440E，傾斜：NW68Qを示している。そして下位

　の青灰色砂岩は上位となるにしたがつてしだいに淡色と

　なり，．また粒度も細かくなつて，泥質の度を壇す。

　　他方耐火粘土層も上位のものは友色で，一見して耐火

　粘土らしい外観を示しているが，下位となるにしたがつ

　てしだいに青色を帯び，また砂質となるごとがあつて，

　下位の淡青友色砂岩に外観類似してくる。そしてこれら

　丙者の境界面と思われるものは，上述gよ5に上下両岩

　暦の暦面と平行しているぱかりでなく，面そのものが平

　坦そ，ほとんど凹凸が認められない。また両岩層はこの

　面に澹つて微動だもしていないので，両岩層は・一見整合

　しているよづ’にみえるo

　　よつて筆者は，この肉眼的に両岩暦の境界と思われる

　面を境として，その上下に約20cm闘隔で試料数箇を採

　取して，それらを顕微鏡下で観察してみた。その結果，

　肉眼的境界面の上位すなわち耐火糀土においては，菱鉄

　鉱の微粒が微小球団状をなして粘土質物中に石英粒とと

　も庭多数混在しているが，この境界面の下位，すなわち

　画淵砂岩暦に属すると思われる泥質細粒砂岩中には，菱一

　鉄鉱は不定形をなしてあたかも石英粒聞を2亥的に充墳

　したよ5な産状を示している。すなわち肉眼的境界面を1

　境としてその上下の岩石中の菱鉄鉱においては，少なく

　ともこの区域に関する限り形態状に上述のような差異が

　認められる。したがつて肉眼的境界面と，菱鉄鉱粒を基

　準にしての顕微鏡的境界面はこの区域においては一致し

　ているよ5に，思われる。ごの関係が果して普遍的なもの

　かど5かはさらに今後り研究にまたなけれぱ塗らない。　一

　　　　　　　　キ　　なお，本坑左一片一番暦一一片引立（柱状図D、）におい

　宅は，坑内の見取図に示したよ5に，耐火粘土暦と下位

・・の細粒砂岩とはきわめて軽微ではあるが，若干凹凸のあ

　る面で接している。　　　・

　　以上の観察事項から，上述の境界面をもつて耐火粘土

　層と画淵砂岩暦すなわち古第三系と．上部白璽系との境界

　とみなすごとが妥当と考えられる。

3．耐火粘土層の賦存状況および品位

新歌志内附近においては，石狩暦群の基底部に厚さ数

mの特異な粘土岩層が発達ししていることは上述のとお

りである・以下この粘土岩層の賦存状況と品位の概略に

／

ついて述べる0

　3．1賦存状況
　耐火粘土暦は新歌志内川の水源池から約150m下流の

左岸に露頭として認められ，これが新歌志内磯の現稼行

区域に連臆り，．さらに頼パンケウタシナイ川に続い

ており，調査区域外三井砂川薩の区域に延ぴるものと予

想される。

　他方，『新歌志内川澹岸の上記露頭部から北東約3km

に当る呂久志沢（北海道炭磯汽船株式会砒所有鉱区内）

においても同様の粘土岩暦が認められ，少なくとも延長

6kmに亘つて連続賦存しているが，これはさらに砂川，

美唄方面にまで蓮続するものと推測昏塵る。しかしこの

6kmの聞にほ数本の摺曲軸のほか，多数の南北ないし北

西一南東方向の正逆両断層が認められ乳これがため本粘

土岩層はかなり変位している。

　耐火粘土暦の層位については既栢前章において詳述し

たので省略する0

　3．2品　　位
　，耐火粘土暦は上・中・下の3部に細分できるよ5であ

る。新歌志内磯の現稼行坑内以外のものについては未だ

調査が不充分なので，以下同磯本坑および新坑坑内産の

ものにっいて述べるo

　上部：この部分は一番暦（砂川來炭履最下位の炭暦）

および時にその下位にレンズ状に附随し宅いる暗友色頁

岩の直下に賦存している厚さ20～50cmの変化し易い粘

土岩である。この部分は多くの場合鶏卵大の菱鉄鉱質岩

の団球をかなり多数含んでいるほか，厚さ1cm程度の

』きわめて薄い炭層および数cmの暗友色頁岩を來有して

いる。1部にはとのよρな介在物を伴わなめかなり樹脂

状光沢をおびた次色粘土岩も存在していて，厚さの点で

もまた品位の点でもきわめて変化に富んでいる。

　肉眼的に容易に認められる菱鉄鉱質岩の団球を除去し

た部分を分析してみると，家のよ5であるo

　SiO2　A！203・Fe島03　CaO　MgO－Ig．：Loss、Tota1

　53．12’一33．220．880．580．2311．8499．87％

　　（昭和24年8月，地質調査所北海道支所分析）

　この分析結果から耐火度を推算すれば，SK32～33番で

あら5。すなわちこの特殊な部分のみについていえぱ，

鉄分が1％以下できわめて少なく，また可塑性が強いの

で，陶磁器用として良質であるるといえよう。

　なおとの部分を顕微鏡下で観察すると，菱鉄鉱は上述

の団球以外にはほとんど認められない。

　要するに，との上部の部分は，その厚さが薄い上に，

品位と厚さに変化が多いので，菱鉄鉱の団球を多数含有

していることと相まつて，その経済的価値は現在のとこ

22一（244）
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ろ間題にならない。

　中部：この部分は本粘土岩暦の主体をなすもので・上

述の粘土岩（上部）の下位に賦存する厚さ2m内外のほ

ぼ均質な粘土岩である。新坑一片一番暦堅入において

は，その厚さが2．3mあつて，上位から1・5mの暦準に

鶏卵大の菱鉄鉱ρ団球が1列に誹列している・

　この粘土岩は淡荻色ないし次色を呈しきわめて堅硬で

ある。かなりざらざらした触感を与え，肉眼ぞも容易に

飴色をした菱鉄鉱の微粒をきわめて多数認めることがで

きる。分析試験の結果をまとめると次のようである。

　　　　　　　　　　　　　　（分析表参照）

　　　　　Sio2　　39、40～44・．40％

　　　　　・A1203　30．45～32．47〃

　　　　　Fe203　・9．53～12．55〃

　　　　　CaO　　O．27～0．61〃

　　　　　MgO。　　　0．21〃
　　　　　Ig．10ss9．80～15．30〃

　　　　　、SK　　　　　　　28±

　下部：この部分は上に述べた中部の下位に賦存する帯

青淡次色ないし友色の砂質粘土岩で，そ6厚さは新坑一

．片一番暦堅入において1。2mある・この部分には菱鉄鉱

の団球も中部に比べて数多く含有されてお、り，特にその

下部た痴いては砂質粘土岩と菱鉄鉱質砂質粘土岩とが，

interfingerしゑ・る部分力ζ認められ，中部のものに比

べれば相当低品位化しているものと推測される。

．しかしながら，本坑一片一番暦一片引立においては本

粘土岩暦の下限から少なくともみ7艶までは・中部の部

分と外観はほとんど区別がつかない。分析の結果は，中

部のものに比べてSiO2，CaO，Mgoがやや多く，A1203，

Fe203が少ない。鉄分が少ないのは菱鉄鉱の団球が多く

なつて，そのために菱鉄鉱の微粒が少なくなつたことに

よるものと考えられる。

　要するに，こゐ粘土岩暦の下部の部分は，かなり品位

に変化があるものと推測される。

　なおとの粘土岩（上・中・下部を合わしたもの）はき

わめて堅硬で，坑道はほとんど支柱を必要とせず，また

水分を野攻していわゆる盤膨れするととがないび

　以上は主として調査当時，新歌志内磯が一番暦を稼行

している坑内の小区域での観察と，分析試験の結果とに

基いて述べたものであつて，この部分だけでは本粘土岩

暦（耐火粘土暦）は鉄の含有量が多くて，さし当り稼行

の対象とはなりがたいど思われるが，本鉱床は筆者等が

調査しただけでも，延長少なくとも6kmにわたつて賦

存しており，ざらに調査すればその延長を塘し5ると準

測されるので，他だより高品位の部分が賦存する可能性

はあながち否定できない。

4．結 語

　石狩炭田室知地区北西部の新歌志内磯附近には，石狩、

暦群最下部の砂川來炭暦の最下位炭暦（新歌志内鵬にお

いては一番暦と呼称）のほとんど直下に，厚さ数mの淡次

色ないし友色の堅硬な粘土岩厨が，少なくとも延長6km

に亘つて賦存している。「

　この粘土岩層は石狩暦群すなわち古第三系の基底部に

〆
該 当し，その産状が1地質系統の基底部である点では少

なくとも南満のいわゆる馨土頁岩G暦に類似しているよ

うに、思われるo

　当地域においては石狩暦群と画淵砂岩鳳すなわち古．

第三系と上部白璽系との境界が問題になつている現在，

この特異な粘土岩層の実体を把握することは，石狩暦群

の層群の暦序を論ずる上に，また砂川來炭暦中の植物化’

石群の中にSのα魏θsのよ5なかなり高い気濁を指示す

るものが含まれている点を考慮すると，同暦群の堆積当

初の環境を論ずる上に興昧あり，かっ重要なことと考え

られる。

　他方，本粘土岩贋は今回の調査だけから到断すれば，

鉄の含有量が多くて耐火粘土としてさし当り稼行の対象

とは成りえないであろ5が，観察範囲が鉱床賦存範囲の

中の小区域にすぎないので，これをもつて鉱床全体の価

値を速断することは早計である。南満の肇土頁岩G暦中

の富鉱部の賦存状況に徴してもrもちろんこれと一律

に取り扱5ことはできないかも知れないが一本鉱床内

の未だ精査していない部分に，稼行にたえる良質のもの

が賦存していないとは速断でき’ない。、

　よつて今後未精査の部分をさらに精査して，本鉱床の

実体を可及的速かに把握する必要がある。

　　　　　　　　附　　　記

　欄筆するに当つて1調査中絶大な便宜を与えられた井

華鉱業新歌志内鵬鉱務課長山口長三郎・同礎伊藤安治両

氏および本磯石を分析試験してくだされた富士製鉄輪西

製鉄所に蝉して厚く御乱申上げる。また種々貴重な助言

をいただいた佐々保雄・坂本峻雄両教授に対して感謝の

意を表する。なお資料の整理には北海道支所矢崎清貫，・。

佐川昭が協力した。

　　　　　　　　　　　　（昭和24年11月調査）
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